
問題と目的

	 現代の青年は、他人に関与されない「ひとりの

時間」を大切にしているように見受けられる。宮

下（2009）も、現代青年の特徴の１つとして個人

主義を挙げている。

	 しかし、一般的に「ひとり」というと、孤独や

さびしいといったイメージが大きいのではないか。

この点に関して、海野（2007）は、大学生が「ひ

とりの時間」をどう捉えるかについて調査し、大

学生は孤独・さびしいといった否定的イメージだ

けではなく、むしろさまざまな肯定的イメージを

抱いていること、否定的イメージと肯定的イメー

ジを両方持っている人が多いことを明らかにして

いる。また、海野・三浦（2006）においても、自

分の意志であえてひとりで過ごすときの気分とし

て、「少しさみしいけれど気楽」、「少しさみしい

けれど落ち着く」など、肯定的・否定的感情を合

わせ持った、アンビバレントな感情を併せ持つ人

が少なからず存在していたことが示されている。

したがって、「ひとりの時間」あるいは「ひとり

でいる」状態において、確かに孤独・孤独感とい

う要素は含まれるけれども、それだけではないこ

とが推測される。本研究では、その点を確認する

と同時に、青年の「ひとりの時間」が孤独感とど

のように関連しているかを検討していく。

	 一般的に、孤独・孤独感という用語は、「さび

しい」というような感情レベルで理解されやすい

が、これまでの孤独あるいは孤独感に関しての研

究を見ると、孤独（孤独感）を感情レベルで捉え

たものや、状況・状態レベルで捉えたもの、評価

レベルで捉えたものなど、捉え方が様々である。

田所（2003）は孤独の積極的側面の研究を行い、「孤

独」を孤独感と別物とし、loneliness（孤独のネ
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ガティブな側面）、alone（「単にひとりである」

という意味でネガティブな意味合いもポジティブ

な意味合いも含有されていない）、solitude（孤

独のポジティブな側面）の３つに区別して説明し

ている。田所は、「孤独」を感情レベルではなく、

状況や状態レベルで捉えていると考えられる。落

合（1999）は、孤独感を「自分はひとりだと感じ

ること」と仮に定義した上で研究を進め、最終的

に青年期の孤独感を「人と親密な関係を持とうと

する志向性を持っているのに、それをうまく実現

できず、人との理解・共感が難しいと思う状態で

生じる感情」と定義している。落合では孤独感を

感情レベルで捉えていると考えられる。「自分は

ひとりだと感じること」という出発点は、本研究

における「ひとりの時間」と類似している。本研

究では、「ひとりの時間」と孤独感との関連を検

討するため、状況・状態レベルの「孤独」ではなく

「孤独感」に焦点を当て、「ひとりの時間」と落合

の言う「孤独感」との関連を検討することとする。

	 筆者らの先行研究から、青年の「ひとりの時間」

については、ひとりで過ごすことに関する感情・

評価として ｢孤独・不安 ｣「自立・理想」「充実・

満足」の３つの次元があること（海野，2008）、「ひ

とりの時間」の過ごし方として「休息・解放」と

「自己内省」の２つの次元があること（海野・森，

2008）が既に明らかにされており、本研究におい

ても、ひとりで過ごすことに関する感情・評価と

「ひとりの時間」の過ごし方という２側面から検

討していきたい。

	 一方、青年の孤独感について、落合（1983）は「人

間同士の理解・共感についての感じ方」と「自己（人

間）の個別性の自覚」という２次元からからなる

とし、各得点の理論上のニュートラル・ポイント

で、それぞれ H 群・L 群に分類し、その組み合

わせによって孤独感を４類型に分類している。A
型（H・L 群）は、「人間同士は理解・共感でき

ると思っており、かつ人間の個別性に気づいてい

ない」型、B 型（L・L 群）は、「人間同士は理解・

共感できないと思っており、かつ個別性に気づい

ていない」型、C 型（L・H 群）は、「人間同士

は理解・共感できないと思っており、かつ人間の

個別性に気づいている」型、D 型（H・H 群）は、「人

間同士は理解・共感できると思っており、かつ人

間の個別性に気づいている」型である。本研究に

おいても、「人間同士の理解・共感についての感

じ方」と「自己（人間）の個別性の自覚」の２次

元、および A ～ D 型の４類型を用いて検討する。

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価と孤独

感の２次元との関係については、前述のように、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価に、孤独

感という要素は含まれるが、それだけではないこ

とが推測される。落合（1999）は、青年期の孤独

感を、「人との理解・共感が難しいと思う状態で

生じる感情」としているため、孤独感の２次元（「人

間同士の理解・共感」「人間の個別性の自覚」）の

中でも、特に「人間同士の理解・共感」の低さが、

孤独感が高い状態を示すものと考えられる。した

がって「人間同士の理解・共感」ができないと考

えている人ほど（＝孤独感が高いほど）、ひとり

で過ごすことに関しても「孤独・不安」感が高い

と推測される。しかし、ひとりで過ごすことに関

して「自立・理想」および「充実・満足」の感情・

評価を持つことは、「人間同士の理解・共感」が

できると思っているかどうかとは別物であると考

えられる。したがって、｢ 人間同士の理解・共感

｣ は、ひとりで過ごすことに関する感情・評価に

おける「自立・理想」「充実・満足」とは関連が

低いと推測される。また、孤独感における「人間

の個別性の自覚」については、人間の個別性（人

と代替不可能な自分）に気づくことではじめて、

ひとりで過ごすことをポジティブに捉える、ある

いは捉えようとするようになり、ひとりで過ごす

ことに抵抗感が減ったり、ひとりで過ごすことに

意味を見出したりするようになるのではないかと

考えられる。したがって、人間の個別性に気づい

ているほど、「自立・理想」「充実・満足」が高い

と推測される。

	 また、「ひとりの時間」の過ごし方と孤独感と

の関係については、「ひとりの時間」の過ごし方が、

孤独感によって変わってくる可能性が推測される。

落合（1999）は、人間同士は理解・共感できると

思っており、かつ人間の個別性に気づいていない

A 型の孤独感を感じている人は、孤独感はむなし

く嫌な暗いものであるというイメージを持ってい

るのに対し、人間同士は理解・共感できると思っ

ており、かつ人間の個別性に気づいている D 型

の孤独感を感じている人は、孤独感を、明るく充

実したもので、成熟した人が感じる好ましいもの

だというイメージを持っていることを明らかにし

ている。人間の個別性に気づくことで、D 型のよ
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うに孤独感をポジティブに捉えることができ、「ひ

とりの時間」を意味のある時間として過ごせるの

ではないかと予想される。

	 海野・三浦（2007）では、また、青年の「ひと

りの時間」について検討する際に、パーソナリ

ティ特性による違いも考慮する必要があるとして

いる。ひとりで過ごすことに関する感情・評価お

よび「ひとりの時間」の過ごし方に関しては、発

達的に変化する可能性が推測されており（海野，

2009）、これらを規定しているのは、単にパーソ

ナリティ特性だけではないと推測されるが、パー

ソナリティ特性によって、ひとりで過ごすことに

関する感情・評価や「ひとりの時間」の過ごし方

に違いがある可能性もあると考えられるからであ

る。さらに、「ひとりでいること」は、現代の青

年の発達において意味を持つと考えられるが、場

合によっては不適応（不健康）な状態である可能

性もあり、健康・不健康の両側面を持つものと考

えられる。したがって、このような「ひとりでい

ること」の質を見るためにも、パーソナリティ特

性との関連を検討する必要がある。そこで、本研

究では、パーソナリティ特性として、対人恐怖心

性を取り上げる。

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価および

｢ ひとりの時間 ｣ の過ごし方と対人恐怖心性の関

係については、対人恐怖心性が高いために、人と

接することを避けようとして、ひとりで過ごすこ

とを好んだり、ひとりで過ごすことをポジティブ

に捉えたりする可能性が考えられる。この場合に

は、確かにひとりで過ごすことにポジティブな意

味を見出し、その時間を意味のある時間として使

えているとしても、「ひとりでいること」の質と

しては高くなく、不健康な「ひとりの時間」にな

る危険性もある。また、ひとりで過ごすことに意

味を見出せたとしても、その時間に「充実・満足」

感を感じるところまでは到達しないだろう。

	 そこで、本研究では、大学生を対象に、ひとり

で過ごすことに関する感情・評価と「ひとりの時

間」の過ごし方が、孤独感および対人恐怖心性と

どのように関連しているかを検討することを目的

とする。具体的には、①ひとりで過ごすことに関

する感情・評価および②「ひとりの時間」の過ご

し方が、③孤独感および④対人恐怖心性とどのよ

うに関連しているかを検討する。

	 仮説としては、以下の６つを考える。

①	 孤独感における「人間同士の理解・共感」

ができないと考えている人ほど、ひとりで過

ごすことに関する感情・評価における「孤独・

不安」が高いだろう

②	 孤独感における「人間同士の理解・共感」は、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価にお

ける「自立・理想」「充実・満足」とは関連

が低いだろう

③	 孤独感における「人間の個別性」に気づい

ている人ほど、ひとりで過ごすことに関する

感情・評価における「自立・理想」「充実・

満足」が高いだろう

④	 孤独感における「人間の個別性」に気づい

ている人ほど、「ひとりの時間」を意味のあ

る時間として過ごしているだろう

⑤	 対人恐怖心性が高い人は、ひとりで過ごす

ことにポジティブな意味を見出すが、「充実・

満足」感までは感じられないであろう

⑥	 対人恐怖心性が高い人は、「ひとりの時間」

を意味のある時間として過ごしているだろう

	 なお、本研究では、海野（2009）に従い、「ひ

とりの時間」を「ひとりでいる場所で単独の行為

を行う、あるいは複数の人が存在する場所で単独

の行為を行う時間」で、「心理的にひとりでいる、

単独であると感じられる時間」（ただし、ぼーっ

としている時間やごろごろしている時間など、特

に行為というほどのことを行っていない状況も含

める）と定義する。コミュニケーション行為をし

ている時間は、他者の存在に加えて、現実の他者

とのコミュニケーションという要素が加わってく

るため、純粋に心理的に「ひとりでいる」状態と

は考えにくく、別の次元として扱った方が有効と

考えられる（海野・三浦，2007）。そこで、コミュ

ニケーション行為をしている時間は「ひとりの時

間」に含めないものとする。

方 法

調査対象

	 首都圏の３大学に通う大学生347名を調査対象

とし、年齢が30歳以上の者、回答に不備があった

者を除く342名（男性153名・女性180名・性別不

明９名、１年生197名・２年生77名・３年生53名・

４年生12名・学年不明 3名、平均19.7歳）を分析

対象とした。
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Table 1 対人恐怖心性尺度（堀井・小川，1996，1997）より抜粋して使用した項目

項目番号 使用した項目
����������������

1 他人が自分をどのように思っているのかとても不安になる
2 自分が人にどう見られているのかクヨクヨ考えてしまう

�����
��
�	����
3 グループでのつき合いが苦手である
4 仲間のなかに溶け込めない

����������������
5 会議などの発言が困難である
6 人がたくさんいるところでは気恥ずかしくて話せない

������������
7 人と目を合わせていられない
8 人と話をするとき、目をどこにもっていっていいかわからない

調査時期および実施方法

	 2008年 1 月。授業時間の一部を利用して集団実

施された。

調査内容

１．ひとりで過ごすことに関する感情・評価

	 海野（2008）の「ひとりで過ごすことに関する

感情・評価尺度」（36項目）を使用した。この尺

度は、ひとりで過ごすことに関して青年がどのよ

うな感情・評価を抱いているかを測定するために

作成された尺度であり、「孤独・不安」（項目例：「ひ

とりの時間」はさみしい、ひとりで過ごしている

と不安になる等）、「自立・理想」（項目例：友達

と一緒でなくても行動できるようになりたい、ひ

とりでも過ごせる人は素敵だと思う等）、「充実・

満足」（項目例：「ひとりの時間」を有効に使える

ようになった、「ひとりの時間」の過ごし方に満

足している等）の３つの下位尺度からなるもので

ある。実施に際しては、「ひとりで過ごすことに

ついてあなたがどう考えているかについて、質問

します。」と教示し、「とてもそう思う（６）」～「まっ

たく思わない（１）」の６件法で回答を求めた。

２．「ひとりの時間」の過ごし方

	 海野・森（2008）の「『ひとりの時間』の過ご

し方尺度」（26項目）を使用した。この尺度は、

青年が「ひとりの時間」をどのように過ごしてい

るかを測定するために作成された尺度であり、「休

息・解放」（項目例：ストレスを感じなくて済む

時間、ありのままの自分でいる時間、ストレスを

解消する時間等）、「自己内省」（項目例：人生や

生き方を考える時間、過去や将来について考える

時間、自分を見つめなおす時間等）の２つの下位

尺度からなる。実施に際しては、「あなたは『ひ

とりの時間』を次のような時間として使ったと感

じることはどのくらいありますか。その頻度につ

いて最もあてはまると思うところの数字に○をつ

けてください。」と教示し、「とてもよくある（６）」

～「まったくない（１）」の６件法で回答を求めた。

３．孤独感

	 落合（1983）が作成した「孤独感の類型判別尺

度（LSO）」を使用した。この尺度は、青年期の

孤独感を、①人間同士は理解・共感できると思っ

ているか否か（LSO-U、９項目）、②人間の個別

性に気づいているか否か（LSO-E、７項目）、と

いう２つの下位尺度（２次元）からなる。また、

この２次元のクロスによって、孤独感を４類型で

判別することが可能である。なお、落合（1983）

では、「はい」～「いいえ」の５件法であるが、

本研究では「よくある」～「まったくない」の５

件法で回答を求めた。

４．対人恐怖心性

	 堀井・小川（1996，1997）が作成した、「対人

恐怖心性尺度」の６つの下位尺度のうち、４つの

下位尺度（①自分や他人が気になる悩み、②集団

に溶け込めない悩み、③社会的場面で当惑する悩

み、④目が気になる悩み）から２項目ずつ抜粋し、

計８項目を使用した。実施に際しては、「非常に

あてはまる」～「全然あてはまらない」の７件法

で回答を求めた。使用した項目の内容および項目

番号を Table 1 に示す。

	 主因子法・プロマックス回転による因子分析を

実施したところ、４因子構造（上記の４つの下位

尺度が、それぞれの因子に対応）が確認され、本

研究で使用した４つの下位尺度に関して、堀井・

小川（1996，1997）と同様の因子構造であること
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Table 2 ひとりで過ごすことに関する感情・評価および「ひとりの時間」の過ごし方と孤独感の下位尺度間の相関係数

孤独・不安 -.13 * -.07
自立・理想 .02 .25 ***

充実・満足 .04 .08
休息・解放 -.02 .21 ***

自己内省 .10 .13 *
*p <.05, ***p <.001

孤独感
人間同士の理解・共感 個別性への気づき

ひとりで過ごすことに
関する感情・評価
「ひとりの時間」の

過ごし方

が確認された。

結果と考察

１．ひとりで過ごすことに関する感情・評価およ

び ｢ひとりの時間 ｣の過ごし方と、孤独感との

関連

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度お

よび ｢ひとりの時間 ｣の過ごし方尺度と、孤独感

尺度との下位尺度間相関を求めた。結果を Table 
2 に示す。

１）ひとりで過ごすことに関する感情・評価と孤

独感との関連

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度に

おける「孤独・不安」と、孤独感尺度における「人

間同士の理解・共感」との間に弱い負の相関が見

られた（r=-.13, p<.05）。「自立・理想」「充実・

満足」は、「人間同士の理解・共感」との間に有

意な相関は見られなかった。また、｢ 自立・理想

｣ と「個別性への気づき」との間に弱い正の相関

が見られた（r=.25, p<.001）。「孤独・不安」「充実・

満足」は、「個別性への気づき」との間に有意な

相関は見られなかった。

	 上記の結果から、人間同士は理解・共感できな

いと考えている人ほど、ひとりで過ごすことに

「孤独・不安」の感情・評価が高いことが示され

た。したがって、仮説①（孤独感における「人間

同士の理解・共感」ができないと考えている人ほ

ど、ひとりで過ごすことに関する感情・評価にお

ける「孤独・不安」が高いだろう）は支持された。

落合（1999）は、青年期の孤独感を、「人との理解・

共感が難しいと思う状態で生じる感情」と定義し

ている。人間同士は理解・共感ができないと考え

ている人は、孤独感が高いため、ひとりで過ごす

ことに関しても「孤独・不安」感が強いと考えら

れる。

	「自立・理想」「充実・満足」と「人間同士の理

解・共感」との間には有意な相関は見られず、ひ

とりで過ごすことに「自立・理想」「充実・満足」

の感情・評価を持つことは、人間同士が理解・共

感できると思っているか否かという孤独感の次元

とは関連が低いことが示された。したがって、仮

説②（孤独感における「人間同士の理解・共感」は、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価における

「自立・理想」「充実・満足」とは関連が低いだろ

う）は支持された。このことは、ひとりで過ごす

ことに関する感情・評価において、孤独感という

要素は含まれるが、それだけではないことを示唆

するものと考えられる。

	 また、個別性への気づきを感じているほど、「自

立・理想」の感情・評価が高いことが示された

が、「個別性への気づき」と「充実・満足」との

間の関連は低いことが明らかになった。したがっ

て、仮説③（孤独感における「人間の個別性」に

気づいている人ほど、ひとりで過ごすことに関す

る感情・評価における「自立・理想」「充実・満足」

が高いだろう）は、｢ 自立・理想 ｣ に関しては支

持されたが、「充実・満足」に関しては支持され

なかった。落合（1999）は、人間の個別性に気づ

くことが孤独感の発達の上で重要と考えており、

人間の個別性に気づいている人ほど、人間は一人

ひとり別個のものと考え、ひとりで過ごすことに

ついても、「自立・理想」（項目例：友達と一緒で

なくても行動できるようになりたい、ひとりでも

過ごせる人は素敵だと思う等）というポジティブ

に捉えようとする態度を抱きやすいのではないか

と考えられる。しかし、個別性に気づいているか

らといって、ひとりで過ごすことに「充実・満足」

感を感じることに直結するわけではなく、ひとり

で過ごすことに「充実・満足」感を感じられるか

どうかには、別の要因が関係していると推測され

る。そのために、「個別性への気づき」と「充実・
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Table 3 孤独感の類型別に見た、ひとりで過ごすことに関する感情・評価 

および「ひとりの時間」の過ごし方の平均値と標準偏差

A型 C型 D型 F値 多重比較
（N =129-132) (N =37-38) (N =121-124)

孤独・不安 2.71 (0.91) 2.68 (1.06) 2.54 (0.81) 1.37
自立・理想 4.06 (0.84) 4.43 (1.00) 4.50 (0.82) 5.84*** D型＞A型
充実・満足 3.87 (1.13) 4.24 (1.29) 3.95 (1.12) 1.02
休息・解放 4.33 (1.02) 4.79 (1.01) 4.67 (0.93) 3.61* D型＞A型
自己内省 4.30 (1.06) 4.49 (1.13) 4.54 (0.95) 1.22

「ひとりの時間」の
過ごし方

*p <.05, ***p <.001

孤独感の類型

ひとりで過ごすことに
関する感情・評価

満足」との関連は低いという結果となったと考え

られる。

	 孤独感の各下位尺度のどちらも、「充実・満足」

の感情・評価との間に有意な相関は見られず、ひ

とりで過ごすことに「充実・満足」感を感じるこ

とは、落合の言う孤独感とは関連が低いことが示

された。ひとりで過ごすことへの「充実・満足」

感は、人間同士が理解・共感できると感じている

かどうか、人間の個別性に気づいているかどうか

という孤独感には規定されるものではないと考え

られる。

２）「ひとりの時間」の過ごし方と孤独感との関

連

	「ひとりの時間」の過ごし方尺度における「休息・

解放」は、孤独感尺度における「個別性への気づき」

と弱い正の相関が見られた。また、「自己内省」も、

「個別性への気づき」との間に弱い正の相関が見

られた。「ひとりの時間」の過ごし方尺度におけ

るどちらの下位尺度も、「人間同士の理解・共感」

との間に有意な相関はなかった。

	 上記の結果から、人間の個別性に気づいている

人ほど、「ひとりの時間」を「休息・解放」およ

び ｢自己内省 ｣の時間として過ごす頻度が高いこ

とが示された。人間の個別性に気づいている人ほ

ど、人間は一人ひとり別個のものと考え、「ひと

りの時間」を休息・解放したり、自分を内省した

りする時間として、有意義に過ごせている（ある

いは、有意義な時間として意味づけている）ので

はないかと考えられる。したがって、仮説④（孤

独感における「人間の個別性」に気づいている人

ほど、「ひとりの時間」を意味のある時間として

過ごしているだろう）は支持された。

２．ひとりで過ごすことに関する感情・評価およ

び「ひとりの時間」の過ごし方と、孤独感類型

との関連

	 落合（1983）の類型の分類に従い、「人間同士

の理解・共感」「個別性への気づき」の２つの下

位尺度得点の理論上のニュートラルポイントで、

それぞれ H 群・L 群に分類し、その組み合わせ

によって対象者を４タイプ（詳細は問題と目的部

分に前述）に分類した。具体的には、落合（1983）

に従い、「人間同士の理解・共感」については、1

～ 18点を H 群、-18 ～ -1点を L 群、「個別性へ

の気づき」については、1 ～ 14点を H 群、-14

～ -1点を L 群とした。H・L 群からなる A 型が

132名（38.6％）、L・L 群からなる B 型が４名

（1.2％）、L・H群からなるC型が38名（11.1％）、H・
H 群からなる D 型が125名（36.5％）、分類不能

者（どちらかの次元で０点である、あるいは欠損

値）が43名（12.6％）であった。

	 孤独感の類型によるひとりで過ごすことに関す

る感情・評価および「ひとりの時間」の過ごし方

の差異を検討するために、孤独感の類型（A・C・
D 型）を独立変数、ひとりで過ごすことに関する

感情・評価および「ひとりの時間」の過ごし方の

各下位尺度得点を従属変数とする、分散分析を実

施した（Table 3）。なお、B 型の人数が少なかっ

たため、B 型のデータは除外し、A・C・D 型の

みで分析を実施した。

	 まず、ひとりで過ごすことに関する感情・評価

については、「自立・理想」尺度において有意差

が見られ（F(3,326)=5.84, p<.001）、Tukey 法に

よる多重比較の結果、D 型の方が A 型よりも「自

立・理想」の感情・評価が高かった。「孤独・不安」・

「充実・満足」の感情・評価については、A・C・

D 型で有意差は見られなかった。

	 落合（1999）は、孤独感を発達的に変化するも

のとし、A 型は年齢とともに減っていく傾向があ

るのに対し、D 型は年齢が増すと多くなること
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Table 4 ひとりで過ごすことに関する感情・評価および「ひとりの時間」の過ごし方と 

対人恐怖心性の下位尺度間の相関係数

孤独・不安 .27 *** .04 .12 * .15 ** .20 ***

自立・理想 .04 .14 ** .05 -.03 .06
充実・満足 -.18 *** -.00 -.09 -.06 -.11 *

休息・解放 .07 .20 *** .20 *** .12 * .20 ***

自己内省 -.01 .12 * -.01 -.04 .02
「ひとりの時間」の

過ごし方
*p <.05, **p<.01, ***p <.001

全体
対人恐怖心性

ひとりで過ごすことに
関する感情・評価

＜自分や他人が
気になる＞悩み

＜集団に溶け
込めない＞悩み

＜社会的場面で
当惑する＞悩み

＜目が気に
なる＞悩み

を見出している。A 型と D 型は、人間同士は理

解・共感できると考えている点では同じであるが、

個別性に気づいているかの点で異なっており、A
型は人間の個別性に気づいていないのに対し、D
型は個別性に気づいているタイプである。そして、

A 型は他者との融合状態で感じられる孤独感、D
型は、自分と同じ人はいないと自覚しつつもその

上で他者と理解し合おうとしている状態で感じら

れる孤独感とされ、A 型よりも D 型の方がより

発達していると考えられている。また、A 型の孤

独感を感じている人は、孤独感はむなしく嫌な暗

いものであるというイメージを持っているのに対

し、D 型の孤独感を感じている人は、孤独感を、

明るく充実したもので、成熟した人が感じる好ま

しいものだというイメージを持っているとされる。

「自立・理想」の感情・評価は、「友達と一緒でな

くても行動できるようになりたい」、「ひとりでも

過ごせる人は素敵だと思う」などの項目からなり、

ひとりで過ごすことに自立的感情・理想的感情を

持ち、ひとりで過ごすことをポジティブに捉えよ

うとする、変化の態度を示すものと考えられる。

そのため、他者との融合状態で孤独感を感じ、孤

独感はむなしく暗いものであるというイメージを

持っている A 型の人は、D 型の人に比べ、ひと

りで過ごすことをポジティブに捉えようとするこ

とは少ないのではないかと考えられる。逆に、人

間の個別性に気づくことで初めて、ひとりで過ご

すことに関してポジティブに捉えようとする態度

が出てくるのではないかと考えられる。したがっ

て、類型による比較においても、仮説③（孤独感

における「人間の個別性」に気づいている人ほど、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価における

「自立・理想」「充実・満足」が高いだろう）は「自

立・理想」に関してのみ支持された。

	 また、「ひとりの時間」の過ごし方について

は、「休息・解放」尺度において有意差が見られ

（F(3,332)=3.61, p<.05）、Tukey 法による多重比

較の結果、D 型の方が A 型よりも「ひとりの時間」

を「休息・解放」の時間として過ごしている頻度

が高かった。「自己内省」については、A・C・D
型で有意差は見られなかった。

	 人間の個別性に気づいている D 型の孤独感を

感じている人の方が、個別性に気づいていない A
型の人よりも、「ひとりの時間」自体に意味を見

出していると考えられ、「休息・解放」の時間と

しての意味を見出す頻度が高かったものと考えら

れる。また、人間の個別性、すなわち他者とは代

わることのできない自分という存在に気づくこと

で、自分を他者とは別の独立した存在として捉え、

１人の人間として、「ひとりの時間」にありのま

まの自分に戻って休息したり自分を解放したりす

る頻度が高まるのではないかと推測される。した

がって、類型による比較においても、仮説④（孤

独感における「人間の個別性」に気づいている人

ほど、「ひとりの時間」を意味のある時間として

過ごしているだろう）は支持された。

３．ひとりで過ごすことに関する感情・評価およ

び ｢ひとりの時間 ｣の過ごし方と、対人恐怖心

性との関連

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度お

よび ｢ひとりの時間 ｣の過ごし方尺度と、対人恐

怖心性との下位尺度間相関を求めた。また、対人

恐怖心性の合計得点（全体）との相関も求めた。

結果を Table 4 に示す。

１）ひとりで過ごすことに関する感情・評価と対

人恐怖心性との関連

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度に

おける「孤独・不安」は、対人恐怖心性尺度にお

ける「自分や他人が気になる悩み」「社会的場面
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で当惑する悩み」「目が気になる悩み」との間に

弱い正の相関が見られた（r=.12～.27）。また、「自

立・理想」は「集団に溶け込めない悩み」との間

に弱い負の相関が見られた（r=.14）。「充実・満足」

は「自分や他人が気になる悩み」との間に弱い負

の相関が見られた（r=-.18）。また、対人恐怖合

計得点との関連で見ると、「孤独・不安」は対人

恐怖心性全体と正の相関、「充実・満足」は負の

相関が見られた。

	「孤独・不安」は、対人恐怖心性のうち３つの

下位尺度と正の相関が見られ、対人恐怖心性全体

とも相関を示しており、特に対人恐怖心性との関

連が見られた。対人恐怖心性が高いほど、ひとり

で過ごすことにポジティブな意味を見出すだろう

という仮説⑤の前半は支持されず、逆に対人恐怖

心性が高い人の方が、ひとりで過ごすことを「孤

独・不安」とネガティブに捉える傾向があった。

これは、対人恐怖心性が、単に人と接するのが怖

いというわけではなく、人と接したいけれども人

と接するのが怖いという心性であると考えられる

ため、本当は人ともっと関わりたいという気持ち

が、ひとりで過ごすことをネガティブに捉える感

情・評価として反映されたものではないかと推測

される。また、関連が見られた「自分や他人が気

になる悩み」「社会的場面で当惑する悩み」「目が

気になる悩み」というのはどれも、人にどう見ら

れるかを気にする悩みでもあると言え、ひとりで

過ごすことが他者にどう見られるかという不安か

ら、「孤独・不安」が高くなった可能性もあるか

もしれない。

	「自立・理想」は「集団に溶け込めない悩み」

と正の相関があったが、対人恐怖心性全体との関

連は見られなかった。ひとりで過ごすことに「自

立・理想」の気持ちを持つことは、対人恐怖心性

というパーソナリティの影響はあまり受けていな

いと考えられるが、集団に溶け込めないあまり、

ひとりで過ごすことに「自立・理想」というポジ

ティブな意味を見出そうとするのかもしれない。

	「充実・満足」は「自分や他人が気になる悩み」

と負の相関、対人恐怖心性全体と負の相関が見ら

れた。対人恐怖心性、その中でも「自分や他人が

気になる悩み」を持つ人は、ひとりで過ごす場合

にも、自分や周囲が気になってしまい、そこでの

びのびといられるような「充実・満足」感は抱き

にくいと考えられる。したがって、対人恐怖心性

が高い人は、ひとりで過ごすことに「充実・満足」

感までは感じられないであろうという、仮説⑤の

後半は支持された。

２）「ひとりの時間」の過ごし方と対人恐怖心性

との関連

	「ひとりの時間」の過ごし方尺度における「休息・

解放」は、対人恐怖心性尺度における「集団に溶

け込めない悩み」「社会的場面で当惑する悩み」

「目が気になる悩み」と弱い正の相関が見られた

（r=.12 ～ .20）。また、「自己内省」は「集団に溶

け込めない悩み」との間に弱い正の相関が見られ

た（r=.12）。

	 対人恐怖合計得点との関連で見ると、「休息・

解放」は対人恐怖心性全体と正の相関があったが、

「自己内省」と対人恐怖心性全体との間には相関

は見られなかった。

	「休息・解放」は、対人恐怖心性のうち３つの

下位尺度と正の相関が見られ、対人恐怖心性全体

とも相関を示しており、対人恐怖心性との関連が

見られた。対人恐怖心性が高い人は、他者がいる

場面や他者と接する場面で特に恐怖を感じやすく

疲弊しやすいと考えられるので、人と接しない「ひ

とりの時間」を「休息・解放」の時間として過ご

す頻度が高いと推測される。したがって、対人恐

怖心性が高い人は、「ひとりの時間」を意味のあ

る時間として過ごしているだろうという仮説⑥は

支持された。

	「自己内省」は「集団に溶け込めない悩み」と

の間に正の相関が見られたものの、対人恐怖心性

全体との相関は見られず、対人恐怖心性との関連

は強くないものと考えられる。「集団に溶け込め

ない悩み」が高い人は、そのことについて「ひと

りの時間」に内省するために「自己内省」の頻度

が高くなるのかもしれない。ただし、対人恐怖心

性というパーソナリティが、「ひとりの時間」に「自

己内省」をするという過ごし方を規定しているわ

けではないと考えられる。

まとめと今後の課題

１．本研究のまとめと討論

	 本研究の目的は、大学生を対象に、ひとりで

過ごすことに関する感情・評価と「ひとりの時

間」の過ごし方が、孤独感および対人恐怖心性と

どのように関連しているかを検討することであっ
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た。検討するにあたり、①孤独感における「人間

同士の理解・共感」ができないと考えている人ほ

ど、ひとりで過ごすことに関する感情・評価にお

ける「孤独・不安」が高いだろう、②孤独感にお

ける「人間同士の理解・共感」は、ひとりで過ご

すことに関する感情・評価における「自立・理想」

「充実・満足」とは関連が低いだろう、③孤独感

における「人間の個別性」に気づいている人ほど、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価における

「自立・理想」「充実・満足」が高いだろう、④孤

独感における「人間の個別性」に気づいている人

ほど、「ひとりの時間」を意味のある時間として

過ごしているだろう、⑤対人恐怖心性が高い人は、

ひとりで過ごすことにポジティブな意味を見出す

が、「充実・満足」感までは感じられないであろ

う、⑥対人恐怖心性が高い人は、「ひとりの時間」

を意味のある時間として過ごしているだろう、と

いう６つの仮説を設定した。

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価と孤独

感との関連では、人間同士は理解・共感できない

という孤独感を持っている人ほどひとりで過ごす

ことに「孤独・不安」が高かったが、「人間同士

の理解・共感」と「自立・理想」「充実・満足」

との関連は見られず、仮説①と仮説③は支持され

た。また、個別性への気づきを感じている人ほど

「自立・理想」が高かったが、｢ 個別性への気づ

き ｣と「充実・満足」との関連は見られず、仮説

②は「自立・理想」に関してのみ支持された。「充

実・満足」に関しては、孤独感のどちらの下位尺

度とも関連は見られなかった。これらのことから、

ひとりで過ごすことに関する感情・評価には、孤

独感と関連する部分もあるが、それだけではなく、

関連しない部分（孤独感とは別個の部分）もある

ことが示唆された。また、孤独感類型との関連か

ら、D 型（人間同士は理解・共感できると思って

おり、かつ人間の個別性に気づいている）の方が

A 型（人間同士は理解・共感できると思っており、

かつ人間の個別性に気づいていない）よりも「自

立・理想」の感情・評価が高いことが分かった。

D 型と A 型の違いである、人間の個別性に気づ

くことではじめて、ひとりで過ごすことに関して

「自立・理想」というようにポジティブに捉えよ

うとする態度が出てくるのではないかと考えられ

る。ただし、ひとりで過ごすことに「充実・満足」

感を感じるかどうかについては、「個別性への気

づき」によって規定されるわけではなく、別の要

因が関連している可能性が推測される。

	「ひとりの時間」の過ごし方と孤独感との関連

については、人間の個別性に気づいている人ほ

ど、「ひとりの時間」を「休息・解放」・「自己内

省」の時間として過ごす頻度が高く、「ひとりの

時間」を有意義に過ごせている（有意義な時間と

して意味づけている）ことが示され、孤独感にお

ける「人間の個別性」に気づいている人ほど、「ひ

とりの時間」を意味のある時間として過ごしてい

るという仮説④は支持された。また、孤独感類型

との関連では、人間の個別性に気づいている D
型は、個別性に気づいていない A 型よりも「休息・

解放」の時間として過ごす頻度が高く、孤独感類

型との関連からも仮説④は支持された。人間の個

別性、すなわち他者とは代わることのできない存

在としての自分に気づくことではじめて、他者と

の融合状態から脱却し、自分だけの時間というも

のを大事にするようになるのではないかと考えら

れる。

	 上記の孤独感との関連から、落合（1983）の言

う青年期の孤独感の２次元のうち、「人間の個別

性に気づいているか否か」という次元は、ひとり

で過ごすことに関する感情・評価や「ひとりの時

間」の過ごし方と関連していたが、「人間同士は

理解・共感できると思っているか否か」という次

元はほとんど関連がないことが示された。落合

（1999）は、「人間同士は理解・共感できると思っ

ているか否か」は、他人との関係に関する対他的

次元、「人間の個別性に気づいているか否か」は、

自分の内面に関する対自的次元であると説明して

いる。ひとりで過ごすということや「ひとりの時

間」は、自分（人間）がひとりでいるということ

をどう考え、どう過ごすかという、自分の内面と

の関わりが大きいといえ、対自的次元である「人

間の個別性に気づいているか否か」という次元と

の関連が見られたものと考えられる。

	 ひとりで過ごすことに関する感情・評価と対人

恐怖心性との関連では、対人恐怖心性が高いほど

「孤独・不安」が高く、対人恐怖心性が高いほど「充

実・満足」が低かった。したがって、仮説⑤（対

人恐怖心性が高い人は、ひとりで過ごすことにポ

ジティブな意味を見出すが、「充実・満足」感ま

では感じられないであろう）については、「対人

恐怖心性が高い人は、ひとりで過ごすことにポジ
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ティブな意味を見出す」という仮説⑤の前半部分

は支持されなかったが、「対人恐怖心性が高い人

は、ひとりで過ごすことに『充実・満足』感まで

は感じられない」という仮説⑤の後半部分は支持

された。

	「ひとりの時間」の過ごし方と対人恐怖心性と

の関連では、対人恐怖心性が高いほど「休息・解

放」が高かった。したがって、対人恐怖心性が高

い人は、「ひとりの時間」を意味のある時間とし

て過ごしているだろうという仮説⑥は支持された。

	 上記の対人恐怖心性との関連から、対人恐怖心

性が高い人は、ひとりで過ごすことに「充実・満

足」感は低いが、「ひとりの時間」を「休息・解

放」の時間として過ごす頻度は高いことが示され

た。対人恐怖心性が高い人は、他者がいる場面や

他者と接する場面で特に恐怖を感じやすく疲弊し

やすいと考えられ、ひとりになることで人と接し

ている際の緊張感や不安感から解放され落ち着く

ため、「休息・解放」の頻度が高いのではないか

と推測される。ただし、「孤独・不安」感は高く、

周囲にどう見られるかが気になるため、「ひとり

の時間」に落ち着くと言っても一時的にある程度

落ち着くというレベルであり、安心してのびのび

と寛げるような「充実・満足」感を感じるには至

らないと考えられる。

２．今後の課題

	 第一に、本研究では、孤独感を測定する尺度と

して、落合（1983）の「孤独感の類型判別尺度

（LSO）」を使用したが、LSO は孤独感というよ

りは人間観を測定しており、実際の具体的場面に

密接した孤独感を測定できないという指摘もある

（野上・天谷・太田・栗田・布施・西村・長谷川・胡，

2000）。「人間同士は理解・共感できると思ってい

るか否か」「人間の個別性に気づいているか否か」

という点から孤独感を考える LSO は、孤独感の

捉え方がある種独特であるとも言える。日常的に

孤独感が高い人と低い人では、ひとりで過ごすこ

とに関する感情・評価や「ひとりの時間」の過ご

し方がどう違うのかといったことを検討するには、

LSO とは別の孤独感の尺度でも検討してみる必

要があるかもしれない。

	 第二に、本研究から、ひとりで過ごすことに関

する感情・評価および「ひとりの時間」の過ごし

方は、対人恐怖心性というパーソナリティ特性と

一部関連があることが明らかになった。ひとりで

過ごすことに関する感情・評価および「ひとりの

時間」の過ごし方は、発達的に変化するものと推

測されているが（海野，2009）、そこには発達の

影響だけでなく、一部にパーソナリティ特性や病

理的なものの影響が混じっている可能性がある。

「ひとりでいること」は、場合によっては不適応（不

健康）な状態である可能性もあり、健康・不健康

の両側面を持つものと考えられるため、今後面接

調査等により「ひとりでいること」の質を詳細に

見ていくことも必要だと思われる。
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